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・FPGA向け並列処理ソフトコアプロセッサ

・高性能計算アーキテクチャ，システムソフトウェア

・情報処理学会，電子情報通信学会，システム制御情報
学会

・コンピュータシステムそのものに関することであれば幅広く対応可能
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研究概要

（社会活動 特許等取得状況 産学連携・技術移転の対応等）社会貢献等

今後の展望

（特徴と強み等）教育・研究活動の紹介

現代社会においてコンピュータシステムは不可欠な存在であり，現代社会の発展をコンピュータシステムの進化
が支えていると言っても過言ではありません。今後のコンピュータシステムはそれぞれが，さらに高性能化されて
いくことはもちろんのこと，小型化・省電力化されていくと期待されます。また，これらは身の回りのいろいろな
ものに組み込まれていき，それぞれがネットワークでつながれて協調的に動作するものに変わっていくと予想され
ます。当研究室では，これら身の回りの様々なモノに組み込まれているコンピュータの力を束ねて一つの大きなコ
ンピュータシステムとして使えるようにするための研究を行っています。現在はスマートホンやタブレット端末な
どの持ち運びが容易なモバイルコンピュータや，ラズベリーパイ等のシングルボードコンピュータをネットワーク
でつないで，仮想的に1台の高性能な並列分散処理コンピュータとして使えるようにするための基盤技術を開発して
います。
また，モノに組み込まれるコンピュータの一部にはFPGA（Field Programmable Gate Array）が使われていく

と予想されますが，その開発の難しさが問題となっています。この問題を緩和するために，長年に渡って開発され
てきた並列化・最適化コンパイル技術の応用を行いやすくするための，データ並列処理機能を備えたソフトコアプ
ロセッサの開発を行っています。
さらに，コンピュータのハードウェアが日々進化して潜在的な処理能力や機能が飛躍的に向上していく一方で，

それを活かすためのソフトウェア開発が追い付いていない問題があります。そのため，折角の高い処理性能が活か
されていない状況があります。この問題の解決を目指して，既存のプログラムコードをコンピュータの機械語レベ
ルで自動的に改善して，新しいコンピュータハードウェア上で高性能化するための基盤技術の開発を行っています。

分 野

研究テーマ

キーワード

所属学会等

特 記 事 項

コンピュータシステムの高性能化・小型化・省電力化を達成するためにはコンピュータのハードウェアとソフト
ウェアの両面に渡った研究開発が必要となります。当研究室では通常の高水準言語によるプログラミングの他にも
アセンブリ言語レベルの知識を必要とするプログラムの開発も行っています。また，現在のコンピュータシステム
の高性能化に必要不可欠な並列分散処理の考えに基づいたシステム開発能力が必要になります。さらに，FPGAなど
の新しいデバイスを高性能計算に導入することも必要になります。これに耐えるような人材を育てるために，研究
活動を通じて基盤技術に対する幅広い知識や深い思考力を養う教育を行っています。

今後もコンピュータシステムは変化し続ける社会の様々なニーズに応えるべく，高性能化・高機能化を増してい
くと考えられます。そのため，これまで以上に高度化・複雑化していくと予想されますが，そのような中でも基盤
として生きる技術の開発を目指していきます。

各種学会活動や，コンピュータシステムに関する講演等を行っています。

TEL: 028-689-6284
FAX: 028-689-6284
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